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 六フッ化ウラン(UF6)に曝露された金属を対象として、大気開放後に生成する腐食層や母材に付着した放

射性物質を、合理的に除染する方法の研究として、腐食層を模擬した試料を使って、水、希釈酸、酸性機

能水(電解生成水)による除染特性を評価した。その結果、酸性機能水の特徴である高い酸化還元電位が除染

性能に影響することが分かった。 
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1. 緒言 

 放射性物質で汚染した金属を対象とした除染技術において、多様な形状・表面状態に対応できる湿式法

は重要な除染技術と位置付けられている。一方で、湿式法は乾式法と比較して、相対的に二次廃棄物量が

多く発生する傾向がある。本研究は、湿式法の欠点とも言える、二次廃棄物発生量の最小化を目的として

いる。 
2. 方法 

 除染に使用する液性として、酸性機能水(pH=2.6、ORP=1000mV)、希釈硫酸(pH=2.6)、希釈塩酸(pH=2.6)

の 3 種類を使用し、除染性能を評価するための基礎特性の一つとして、定時間浸漬による模擬試料の溶解

量を求めた。なお、試験には、表面未処理（「無垢金属 TP」という）および表面をフッ素曝露・発錆処理

（「発錆 TP」という）した炭素鋼を用いた。 
3. 結果 

 発錆 TP では、定時間浸漬による溶

解量は、酸性機能水、希釈塩酸、希釈

硫酸の順であった。 

 H+による鉄の溶解形態を酸性機能

水は Fe3+(鉄溶解量の 3 倍モルの H+を

消費)、希釈硫酸、希釈塩酸は Fe2+(鉄

溶解量の 2 倍モルの H+を消費)である

と仮定し、H+消費量に相当する鉄溶解

量と試験結果を比較した結果を図1に

示す。この図から、希釈硫酸、希釈塩

酸の鉄溶解は酸溶解による反応が主体と推測される。一方、酸性機能水は、1:1 線より TP 重量減量が大き

く、また溶解鉄量の実測値が H+消費からの鉄溶解量評価値より高いことから、酸溶解以外の溶解機構の存

在が示唆される。酸溶解以外の機構として、酸化力による酸化溶解が考えられる。  
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(1)無垢金属 TP    (2)発錆 TP 
図 1 金属および腐食層溶解特性の比 
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